
 

 営農経済トピック№446 

平成２８年９月２６日 

ＪＡ群馬担い手サポートセンター 

 

（今週のメニュー） 

１．“ＴＡＣ”活動レポートについて（ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

２．園芸販売課情報 青果物の市場概況について（園芸部 園芸販売課） 

３．園芸資材課情報 ネギ収穫資材「ネギロン」 について（別添）(園芸部 園芸資材課) 

４．肥料農薬課情報 麦用除草剤「リベレーター」について（別添） 

(生産資材部 肥料農薬課） 

５．気象情報（ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

1 “ＴＡＣ”活動レポート 

・銀座三越で「利根沼田の旬」をＰＲについて 

・平成２８年度「畜産担当者育成研修会」について 

（発信部署：ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

内  容 

 

ＪＡ群馬担い手サポートセンターより、表題の件についてお知らせします。 

 

  ※詳細は別添資料をご覧ください。 

 

2 園芸販売課情報  青果物の市場概況について 

（発信部署：園芸部 園芸販売課） 

内  容： 

 



 

3 園芸資材課情報 

ネギ収穫資材「ネギロン」について（別添）  

（発信部署：園芸部 園芸資材課） 

内  容：  

新商品ネギ収穫資材「ネギロン」について紹介します。 

 

フックで引っ掛けるワンタッチ式で、圃場におけるネギ収穫作業の 

スピードアップ。メッシュ生地で腐敗の防止にもなります。 

 

※詳細は別添資料をご覧ください。 
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肥料農薬課情報 

麦用除草剤「リベレーター」について（別添）  

（発信部署：生産資材部 肥料農薬課） 

内  容：  

麦除草剤「リベレーター」について紹介します。 

【特長】 

●スズメノカタビラ、スズメノテッポウ（抵抗性を含む）、カズノコグサなどの１年生イネ科

雑草に有効なフルフェナセットと、キク科、タデ科、ナデシコ科などの１年生広葉雑草に有

効なジフルフェニカンの２つの成分で幅広い殺草スペクトラムを示す新規麦用除草剤です。 

●幅広い散布適期を有し、麦の播種後からリベレーターフロアブルは麦３葉期（イネ科雑草

１葉期）まで、リベレーターＧは麦２葉期（イネ科雑草１葉期）まで余裕をもって使用でき

ます。 

●秋から春まで長い持続効果が期待できます。 

 

【注意事項】 

○本剤は雑草の発生前からイネ科雑草１葉期まで有効ですので、時期を失わないように散布

してください。 

○砂質土壌での使用は、薬害を生じる恐れがありますので、避けてください。 

○水田裏作の麦類に使用する場合、排水不良田等土壌がしめりすぎていると砕土や覆土が不

十分となり効果むらや薬害の原因となることがありますので、過湿状態での使用は避けてく

ださい。 

○処理後に大量の降雨が予想される場合は、使用を避けてください。 

 

  ※詳細は別添資料をご覧ください 

 



 

5 
気象情報 

（発信部署：ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

内  容：気象経過（前橋気象台 標高１１２ｍ） 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 放送予定 

本放送：月曜日 ２１時００分～２１時３０分 

再放送：日曜日  ８時００分～ ８時３０分 

 

＜今週の放送予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次週の放送予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
ＪＡ群馬担い手サポートセンター 生産対策課 

（TEL：027－220－2046  FAX：027－220－2024） 

 

（第１２２６回） 「高崎の魅力を味わう！」 
 

放  送  日：９月２６日（再放送日：１０月２日） 

内     容：ＪＡ群馬中央会より、高崎市で生産される農産物「高

崎そだち」の秋のおすすめをご紹介します。 

（第１２２７回） ついに！落花生収穫！！ 

         みどりの風おいしい農園完結編 
 

放  送  日：１０月３日（再放送日：１０月９日） 

内     容：ＪＡ群馬中央会より、山部リポーター自らが育てた

落花生を収穫し、それを使ったおすすめ料理などを

ご紹介します。 
 

 

 



 

銀座三越で「利根沼田の旬」をＰＲ 
ＪＡ群馬担い手サポートセンターは、ＪＡ全農が企画する“ＴＡＣ”の取り組みに「ＪＡ利根

沼田」をサポート。９月２４日（土）開催された、銀座三越「みのりみのるマルシェ」に利根沼

田管内の農産物を提供した。午前はあいにくの雨であったが、雨がやむとともに大勢のお客様で

賑わった。旬の野菜や果樹を販売。特にシャインマスカット等のぶどうは大人気であった。 

３１６名にお買い上げいただき、上半期最高の売上であった。 

 

 

 

 

売り場の様子（レジに長い行列が・・・） 

 

 



 

「畜産担当者育成研修会」開催 
 

平成２８年９月２１日（水）㈱群馬県食肉卸売市場と(公社)全国食肉学校に於いて 

初めて「畜産担当者育成研修会」を開催し、１５ＪＡ３０名の参加を得た。 

 

今回は「豚」を中心とした研修で、午前中は㈱群馬県食肉卸売市場での講習及び場内視察。 

市場の成り立ちやネットワークカメラの説明後施設見学を実施し、屠畜された肉豚が枝肉に

なるまでの工程と枝肉が業者の求める部分肉になる工程を研修した。 

 

  
図１ 屠畜後の皮むき工程        図２ 部分肉のカット風景 

 

 午後は会場を(公社)全国食肉学校に移し、講義と実際に枝肉を部分肉に解体・加工する工

程の演習を見学。実際に目の前で枝肉を解体・脱骨し歩留りや各部位ごとの特徴などについ

て研修した。 

 その後、実際に解体した枝肉の他に事前に用意した真空熟成した「麦豚と黒豚」それぞれ

の、ロースとバラをスライスし食味評価を実施し参加者から好評を得た。 

 

  
図３ 枝肉                図４ 解体、脱骨された部分肉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 



 

 
 

 

 

 



 

 
 

 


